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指名競争入札設計図書等に関する質問書及び回答書 

 

1.事業名 公用車リース事業（長期継続契約） 

 

番号 質問事項 回答 

 

 

1 

・契約保証金について 

「楢葉町財務規則第 97 条の規定

により必要」との記載がございま

すが、契約保証金は必須となりま

すでしょうか。 

また、「免除」となる場合にはどの

ような条件が必要でしょうか。 

通知文で記載されているとおり契約保証金は原則

必要となります。 

免除となる場合として、楢葉町財務規則第９９条 

契約保証金の減免をご確認ください。  

 

（契約保証金の減免） 

第 99 条 前２条の規定にかかわらず、契約権者は、

次の各号の一に該当する場合においては、契約保証

金の全部又は一部の納付を免除することができる。 

(１) 契約の相手方が官公署その他町長がこれに準

ずると認める法人であるとき。  

(２) 契約の相手方が保険会社との間に町を被保険

者とする履行保証保険契約を締結しているとき。  

(３) 契約の相手方から委託を受けた保険会社と工

事履行保証契約を締結したとき。  

(４) 施行令第 167 条の５第１項又は施行令第 167

条の 11 第２項の規定により入札に参加する者に必

要な資格を定めた場合においては、契約の相手方が

当該資格を有する者であつて、過去２年間に国（予

算決算及び会計令（昭和 22 年勅令第 165 号）第 99

条第９号に掲げる公庫、公団等を含む。）又は地方公

共団体とその種類及び規模をほぼ同じくする契約

を数回以上にわたり締結し、これらをすべて誠実に

履行し、かつ、契約を履行しないこととなるおそれ

がないと認められるものであるとき。  

(５) 随意契約を締結する場合において、請負代金

又は契約代金の額が第 125 条第１項第１号に定める

金額未満であり、かつ、契約の相手方が契約を履行

しないこととなるおそれがないと認められるとき。 
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(６) １件 100 万円未満の物品の購入契約を締結す

る場合において、当該契約に係る物品が当該契約に

おいて定める期日までに確実に納入されるものと

認められるとき（当該契約の締結の日から 15 日以

内の日を当該期日としている場合に限る。）。  

(７) １件の契約金額が 500 万円未満の契約を締結

する場合において、契約の相手方が第１号に掲げる

公共団体以外の公共的団体で町長が指定するもの

であるとき。 

(８) 町において、公用又は公共の用に供するため

財産を購入する場合において、当該契約の締結と同

時に登記義務者から登記をすることについての承

諾書の提出があり、かつ、当該財産の引渡しが拒絶

されるおそれがないと認められるとき。 

(９) 法令に基づき延納が認められる場合において

確実な担保が提供されたとき。  

(10) 財産を売り払う契約を締結する場合において

売払代金が即納されるとき。  

(11) 試験研究、調査等の委託契約を締結する場合

において、契約の相手方が契約を履行しないことと

なるおそれがないと認められるものであるとき。  

(12) 町において公用又は公共の用に供するため財

産を借り入れる場合において、契約の相手方が契約

を履行しないおそれがないと認められるとき。  

(13) 貸付契約、補償契約その他契約の性質上契約

保証金を納付させることが適さない契約を締結す

る場合において、契約の相手方が契約を履行しない

おそれがないと認められるとき。  

(14) 前各号にさだめるもののほか、町長がその都

度認めるもの。 

 

 


